
平成 年度

　 ■ □ □ 一般財源 □ 補助金等 □ 負担金

年度 年度 年度 年度 年度

□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

□ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

■ □ ■ □ ■ □
【評価点数】

５　：　十分できている　　４　：　できている　　３　：　ほぼできている　　２　：　あまりできていない　　１　：　できていない
【総合評価ランク】

Ａ　：　86点以上 優れた取組が多く、十分に成果が上がっている
Ｂ　：　71～85点 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
Ｃ　：　56～70点 一定の成果は上がっているが課題もあり、更なる取組によって上位を目指すことが必要である
Ｄ　：　41～55点 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多く、更なる改善が必要である
Ｅ　：　40点以下 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要である

◎外部評価委員の評価・意見等

① □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
② □ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1
③ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
④ □ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

館の入館者は減ったものの、移動郷土館の実施により
郷土資料に触れた市民は多かったものと思われる。

平日開館及び特別展を開催したが、前年より
入館者増にはつながらなかった。

夏休み企画の参加者が増え、増につながった。

22 事務事業に関する点検・評価シート 事業番号 3-1-4

事業名 博物館活動の充実②（郷土館・森のかがく活動センター） 評価実施者
所　　属 美術自然史館

主
要
事
業
の
概
要

開始年度 根拠法令等

実施方法 直接

目　　　的
　歴史的文化遺産保存・研究の拠点である「郷土館」、人と自然をつなぐ拠点「森のかがく活動センター」を活
性化させることで、新たな経済的・社会的価値を創出し、「創造文化のまち」実現と教育・文化力の向上を図る。

事業内容

・郷土館収蔵物の展示、整理

・滝川開村120年記念・滝川市郷土館リニューアル事業「鉄道と滝川展」

1,213

1,213

職・氏名 副館長・中塚智勝

委託

23 特　記　事　項

事業費（千円）

事
業
費

区　　分 19 20 21 22

うち一般財源 2,963 1,7061,426

2,963 1,426 1,130 1,706

1,130

H22 H23 実績の評価

38,300 39,100

1,300

1,137目
標
と
実
績

区　　　　　　分 単位 H19 H20 H21

1 郷土館入館者数

森のかがく活動セン
ター入館者数

2
実績 22,450

1,300

人 1,227 1,120 1,423

人

人 400 400

円 83,950

人 745 518 304
3

4
実績
目標

7
市民ニーズや社会情勢に適合しているか

実施主体は適切か（民間、国・道が実施すべき事業ではないか）

346

目的に照らして効果的な手法であるか

成果が十分に上がっているか

評価項目 点数 判　定　及　び　説　明　・　考　察

1 必 要 性
・滝川市に関する歴史資料を収集・保存し、後世に伝える。
・歴史資料を調査・研究し、その成果を展示や事業で市民に普及する。
・過去の歴史だけでなく、現在の記録や資料の収集を行い、後世に伝える。
・森のかがく活動センターにおいては、自然と環境に関する活動の拠点として、地域の自然・環境に関する情報の収
集、提供及び発信を行う。

事業の今後
の 方 向 性

3 効 率 性

3 費用と成果のバランスは適正か

2 有 効 性

7

/25

100点
換算

68 Ｃ
/100

合計 17 ﾗﾝｸ
（Ａ～E)

ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ 検証 現状維持

評価項目 点数 判　　　定 点検・評価に関するコメント

拡充

総
合
評
価

↓

1 必要性 7 ・保存が目的。数字等にこだわらず続けていけば良い。

2 有効性 7

3 効率性 3 ⑤

/25 /100

□ 5 □ 4 ■ 3

100点
換算

68
ﾗﾝｸ

□ 2 □

特定財源

郷土館入館料
40,000 40,000

合計

目標 円

17
Ｃ

1

縮小・統廃合 質的向上

・郷土館めぐり

・移動郷土館～「く・る・るｄｅレトロ　昭和～あの頃の道具たち～」、第２小での「たきかわ開拓のものがたり」

　滝川市の歴史や文化を後世に伝えるため、市民の協力を得ながら資料収集に努めている。平成２２年度も４人から
計５６点もの貴重な資料を寄贈いただいた。企画した「鉄道と滝川展」にちなんで鉄道に関する資料もいただき事業を
通じて市民呼びかけることも重要である。

　開館時期は、５月から１０月の土・日・祝日（森のかがく活動センターは夏休みも開館）としており、森のかがく活動セ
ンターの運営体制は行政パートナーを導入して効率的な施設の運営に努めた。

郷土館に収蔵する資料を活用して、移動郷土館等館外での展示活動を行うことによ
り、多くの市民（子ども達）に郷土資料に触れる機会を作り、郷土館に足を運んでいただ
けるきっかけ作りとなる企画を展開していく。また、森のかがく活動センターにおいて
は、夏休期間中での木工工作等の子ども向け事業を継続していく。

博物館法、文化芸術振興基本法、科学技術基本法ほか

目標
実績

目標
実績


